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前
年
度
比
実
質
14・
４
％
大
幅
減

17
年
度
一
般
会
計
予
算
は
80
億
２
０
０

０
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
20
億
６
９

０
０
万
円
、
率
に
し
て
20
・
５
％
の
大
幅

な
減
額
、
こ
の
中
に
減
税
補
て
ん
債
の
借

換
債
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質

は
13
億
４
９
０
０
万
円
、
率
に
し
て
14
・

４
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
が
直
面

し
て
い
る
厳
し
い
財
政
状
況
を
反
映
し
た
、

近
年
に
な
い
緊
縮
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳
入

▼
地
方
交
付
税
は
17
億
２
０
０
０
万
円
で

１
億
円
、
５
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

▼
地
方
譲
与
税
は
税
源
移
譲
に
伴
う
増
で
、

７
３
０
０
万
円
増
の
２
億
５
３
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。
▼
残
り
少
な
い
財
政
調
整

基
金
か
ら
５
億
１
３
１
２
万
円
を
繰
り
入

れ
て
い
ま
す
。

歳
出

▼
福
祉
と
教
育
を
柱
に
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
に
配
慮
し
た
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
新
年
度
に
向
け
て
の
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
39
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
３
件
、
意
見
書
１
件
は
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。「
憲
法
上
の
原
則
と
人
権
に
関
す
る
国
際
的
水
準

に
立
脚
す
る
人
権
擁
護
法
の
制
定
を
求
め
る
」
請
願
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

３月定例議会

滞
納
繰
越
の
徴
収
強
化

基
本
検
診
の
受
益
者
負
担
導
入

普
通
建
設
事
業
の
凍
結

事
務
経
費
の
大
幅
削
減反 対

討 論
●「三位一体の改革」の影響を

町民への負担増で乗り切る

税負担公平の観点からの滞納徴収
強化による歳入確保が図られている。
福祉、教育に重点配分し、現状の

サービスを維持できることを高く評
価する。安全・安心のまちづくり予
算は的を得たものと評価。
基本健診に受益者負担を求めるこ

とは時代の流れに即し、一定の理解
をする。
市民参加で公共改革プログラム策

定の姿勢を高く評価し、大きな成果
として実を結ぶことを期待する。
三位一体改革の動向を的確に把握

し身の丈にあった予算編成に転換し
たことは最善の判断である。

賛 成
討 論

●効率的財政運営を期待し、
町民と一体で町づくりを

地方切りすての「三位一体の改革」
で前年度に比べ１億2700万円も減ら
されたこと。国の悪政のもとで町民
生活を守る予算になっていない。
受益と負担の適正化といいながら、

基本検診・各種がん検診の有料化は
住民負担が重くなる内容である。
80歳への長寿祝金の廃止や、敬老
会への招待者に支給されていた商品
券の減額は、お年寄りのささやかな
楽しみを奪うものである。
図書館費は、オフィスサポーター

や図書購入費が削減されている。
職員は前年度に比べさらに12人減
らされ、長時間過密労働もあって、
健康などの不安が解消されていない。

平成17年度の主な事業
都市計画道路備中岐橋通り線整備
都市計画道路春日部久喜線
道仏地区土地区画整理
安全・安心のまちづくり
少人数学級推進
小・中学校環境教育推進
子育て支援推進
小・中学校安全対策
納税推進
改革推進

1億5,591万円
1億5,668万円
9,780万円
1,846万円
3,267万円
122万円

4,935万円
866万円
346万円
78万円

80億
 2,000万円

歳　入

町税（39.5％）
31億6,860万円

繰入金（8.8％）
7億600万円

地方交付税
（21.4％）
17億2,000万円

町債（6.8％）
5億4,800万円

国県支出金（7.9％）
6億3,300万円

譲与税・交付金（9.2％）
7億3,700万円

その他（6.2％）
5億680万円

歳　　入

性質別前年度比較

総
額
80
億
2
0
0
0
万
円

平成17年度一般会計予算

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000
（百万円）

普
通
建
設

普
通
建
設

　
　
事
業
費

　
　
事
業
費

公
債
費

公
債
費

繰
出
金

繰
出
金

そ
の
他

そ
の
他

平成17年度

平成16年度

80億2,000万円

100億8,900万円
1,806 1,714 658 1,517 1,283 1,525 1,467 119

1,692 1,532 715 1,303 524 835 1,306 112

人
件
費

物
件
費

扶
助
費

補
助
費
等

普
通
建
設

　
　
事
業
費

公
債
費

繰
出
金

そ
の
他
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反
対
討
論

基
本
検
診
や
胃
が
ん
検
診
の
有

料
化
は
認
め
ら
れ
な
い

新
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
の
引
き
続
き
実

施
と
国
保
税
の
据
え
置
き
に
は

評
価
す
る
。

し
か
し
、
受
益
者
負
担
の
名

目
で
基
本
検
診
や
胃
が
ん
検
診

事
業
に
個
人
負
担
を
導
入
す
る

こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。

有
料
化
は
、
受
診
の
抑
制
を

広
げ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
観
点
か
ら
も
問
題
で
あ
る
。

賛
成
討
論

保
険
税
収
入
は
17
年
度
歳
入

の
39
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。

１
人
あ
た
り
の
総
所
得
の
伸
び

は
期
待
で
き
な
い
な
か
で
財
源

確
保
に
努
め
て
い
る
。

健
康
保
持
・
疾
病
予
防
の
観

点
か
ら
、
基
本
検
診
、
胃
が
ん

検
診
の
受
診
者
数
増
を
見
込
み
、

被
保
険
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

図
ら
れ
て
い
る
。

制
度
外
繰
り
入
れ
を
１
億
円

に
と
ど
め
る
な
ど
適
正
な
事
務

の
執
行
に
つ
な
げ
る
努
力
が
な

さ
れ
て
い
る
。

繰り入れを実施し、健全化を図る
◆主な歳入
国保税　　　　　 10億 582万円

国庫支出金　　　　7億8,087万円

県支出金　　　　　　 1,409万円

療養給付費交付金　4億3,110万円

繰入金　　　　　　2億5,273万円

＊国保税の滞納繰り越し分の徴収6740

万円の増を見込んでいます。

＊退職者被保険者の保険税は前年度比

24.９％の増が見込まれます。

＊一般会計から制度外繰り入れを１億

円にし、健全化を図ります。

◆主な歳出
保険給付費　　　 17億3,228万円

（2,181万円、13％増）

＊各種検診や人間ドッグ、脳ドッグ受

診に対する補助を実施します。

老　人　保　健

◆主な歳入

＊支払基金交付金　　　11億5,331万円

＊国庫支出金　　　　　５億4,616万円

＊県支出金　　　　　　１億3,640万円

＊繰入金（一般会計） １億5,267万円

公 共 下 水 道

介　護　保　険

＊高齢者人口の増加で高齢化率17.2％、保険

給付費総額は約11億円、4.5％増となります。

＊介護相談員２人を増員し、計８人で介護相

談業務の充実を図ります。

水　道　事　業

特 別 会 計 予 算
（単位：万円　対前年）

0.9％

△13.6％

4.7％

43.4％

△55.8％

△0.4％

増減率

2,457

△3億1,331

5,361

4億4,432

△1億7,454

△0,393

増減額

26億6,322

19億8,886

11億8,445

14億6,787

01億3,837

10億0,714

平成17年度

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

公共下水道事業

農業集落排水事業

水 道 事 業 会 計

会計区分 ４月から一部供用開始
◆主な歳入 受益者分担金　6,480万円

使用料　　　　, 451万円

県補助金　　　2,646万円

町債　　　　　4,260万円

◆主な歳出 排水管理費　　2,339万円

新設改良費　　7,333万円

公債費　　　　1,140万円

予備費　　　　3,024万円

特別会計予算のあらまし特別会計予算のあらまし
◆主な歳出

＊管きょ等新設改良工事（桃山台、道仏土地区画整理地内） 約６億1,320万円

＊中川流域下水道維持管理負担金　　　　　　　　　　　　　約１億 660万円

＊公債費（借金返済） 約６億4,138万円

◆主な収入（収益的収入）

＊給水収益　　６億4,152万円

＊分担金　　　　　4,441万円

＊その他営業収益　1,565万円

本
会
議
で
採
決

委
員
会
の
審
査
報
告

常
任
委
員
会
で
審
議

⇒　　　 ⇒

◆主な支出（資本的支出）

＊老朽管の更新（西粂原地区、中地区）4,665万円

＊第２浄水場改修　　　　　　　　　　7,000万円

＊企業債償還金　　　　　　　　　１億2,535万円

＊固定資産購入（量水器など） 0,724万円

農業集落排水事業

国民健康保険



時
差
勤
務

庁
内
組
織

事
務
服

意
識
改
革

旧
庁
舎

町
　
税

町
制
　
周
年

労
働
費
関
係

農
業
費
関
係

商
工
費
関
係

環
境
対
策

防
災
対
策

防
災
対
策

50

防
災
対
策

Ｑ
時
差
勤
務
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
実
施
し
て
い
る
自

治
体
は
あ
る
の
か
。

Ａ
市
民
参
加
な
ど
夜
の

会
合
が
予
定
さ
れ
て
い

る
と
き
に
、
課
の
中
で

時
間
を
ず
ら
し
て
勤
務

を
命
ず
る
こ
と
。
職
員

の
健
康
管
理
、
超
過
勤

務
抑
制
と
い
う
主
旨
で

宮
代
流
で
行
っ
て
い
く
。

県
内
で
は
10
団
体
ほ
ど

実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
５
課
１
局
２
室
と
な

る
が
、
役
職
加
算
の
見

直
し
は
あ
る
の
か
。

Ａ
見
直
し
の
予
定
は
な

い
。
職
に
対
し
て
加
算

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

能
力
実
績
主
義
の
第
一

歩
で
あ
る
。

Ｑ
事
務
服
の
廃
止
、
作

業
服
の
凍
結
が
行
わ
れ

る
が
、
職
員
の
服
装
が

バ
ラ
バ
ラ
で
は
よ
く
な

い
と
思
う
が
。

Ａ
今
ま
で
支
給
さ
れ
て

い
る
服
に
準
ず
る
よ
う

な
形
に
し
て
い
き
た
い
。

職
員
の
中
で
話
し
合
っ

て
い
く
。

Ｑ
総
務
省
の
人
材
育
成

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
が
無
料
で
受
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
対
象
範
囲
は
。

Ａ
全
職
員
が
対
象
で
、

意
識
改
革
の
講
座
２
回

開
催
さ
れ
る
。

Ｑ
町
制
施
行
50
周
年
記

念
式
典
の
内
容
は
。

Ａ
小
規
模
で
簡
素
な
式

典
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
冊
子
の
作
成

も
計
画
し
て
い
る
。

Ｑ
旧
庁
舎
の
解
体
は
い

つ
頃
か
。
４
５
０
０
万

円
の
解
体
撤
去
の
積
算

根
拠
は
。

Ａ
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ

れ
て
い
る
か
、
エ
ア
コ

ン
の
フ
ロ
ン
の
処
理
な

ど
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
調
査
を
行
っ
て
か
ら

と
な
る
。
積
算
根
拠
に

つ
い
て
は
、
大
ま
か
な

面
積
の
み
の
見
積
も
り

で
あ
り
、
調
査
に
よ
っ

て
は
処
分
費
が
か
さ
む

可
能
性
が
あ
る
。

Ｑ
町
税
の
口
座
振
替
報

奨
金
制
度
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
は
。

Ａ
四
日
市
市
で
行
っ
て

お
り
、
納
税
者
に
対
す

る
報
奨
金
で
は
な
く
、

金
融
機
関
に
対
し
て
１

件
に
つ
き
２
０
０
円
で

あ
る
。

Ｑ
町
税
の
滞
納
繰
越
分

の
徴
収
率
が
大
幅
に
上

が
っ
て
い
る
が
。

Ａ
職
員
の
機
動
力
で
本

来
の
目
的
が
生
か
さ
れ

れ
ば
十
分
対
応
で
き
る
。

誠
意
を
も
っ
て
接
し
て

い
く
が
、
悪
質
高
額
滞

納
者
に
は
差
し
押
さ
え

処
分
を
行
う
こ
と
も
や

む
を
得
な
い
。

Ｑ
税
収
増
に
向
け
て
、

都
市
計
画
税
の
導
入
や

軽
自
動
車
税
の
引
き
上

げ
な
ど
の
議
論
は
あ
る

の
か
。

Ａ
政
策
と
し
て
の
議
論

が
必
要
で
あ
り
、
公
共

改
革
の
な
か
で
の
議
論

が
必
要
で
あ
る
。

創
業
支
援

Ｑ
企
業
家
、
創
業
支
援

事
業
の
成
果
は
。

Ａ
農
業
、
福
祉
関
係
の

受
講
生
の
中
か
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
事
業
起
こ
し
の
準

備
を
し
て
い
る
。

産
・
学
・
官

Ｑ
産
・
学
・
官
の
研
究

は
。

Ａ
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
で

ビ
ジ
ネ
ス
化
へ
の
成
果

は
ま
だ
な
い
。
隣
接
の

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で

は
、
久
喜
宮
代
衛
生
組

合
構
内
を
走
る
車
に
使

用
し
て
い
る
。

生
産
調
整
推
進

Ｑ
生
産
調
整
推
進
対
策

補
助
金
に
つ
い
て
。
こ

れ
ま
で
は
、
転
作
し
て

他
の
も
の
を
作
付
け
し

て
も
収
穫
ま
で
は
し
な

い
の
が
現
実
。
補
助
金

を
出
す
の
は
ど
う
か
。

Ａ
実
際
に
収
穫
を
し
て

商
品
に
す
る
も
の
に
補

助
金
を
出
す
仕
組
み
に

し
て
い
く
。
新
し
い
村

が
側
面
か
ら
支
援
す
る

体
制
が
で
き
る
。

農
業
特
区

Ｑ
「
農
業
特
区
」
推
進

に
つ
い
て
。

Ａ
農
家
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

建
設
業
者
な
ど
の
呼
び

か
け
、
説
明
会
を
行
っ

た
。
高
齢
者
事
業
団
、

社
協
な
ど
に
も
呼
び
か

け
農
業
特
区
に
取
り
組

み
、
農
地
を
守
り
た
い
。

Ｑ
「
Ｔ
Ｍ
Ｏ
み
や
し
ろ
」

の
現
状
は
。

Ａ
本
田
１
丁
目
地
内
に

共
同
店
舗
事
業
を
進
め

て
い
る
。
参
加
店
舗
を

選
定
中
。

Ｑ
ど
こ
に
で
も
あ
る
総

菜
屋
や
甘
味
処
で
は
無

理
と
思
う
が
。

Ａ
本
物
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
農
ま
ち
ら
し
さ

に
こ
だ
わ
っ
た
店
舗
に

し
た
い
。

Ｑ
３
種
の
汚
染
調
査
を

廃
止
し
た
の
は
。

Ａ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

調
査
は
衛
生
組
合
、
近

隣
地
区
で
実
施
し
て
い

る
の
で
今
年
度
は
廃
止
。

河
川
調
査
も
県
の
デ
ー

タ
な
ど
で
見
る
。

Ｑ
防
災
対
策
の
特
徴
は
。

Ａ
防
災
無
線
の
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
工
事
で
大

き
く
増
額
。
自
主
防
災

組
織
も
支
援
す
る
。

Ｑ
国
庫
支
出
金
の
療
養

給
付
費
が
減
額
し
て
い

る
が
、
医
療
費
が
下
が

っ
た
の
か
。

Ａ
療
養
費
は
過
去
３
年

実
績
で
減
額
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
１
億
円
と
大
き

く
減
額
に
な
っ
た
が
、

足
り
る
の
か
。

Ａ
一
般
被
保
険
者
の
医

療
費
が
下
が
っ
て
い
る

の
と
、
徴
収
対
策
室
の

設
置
で
財
源
を
確
保
で

き
る
と
考
え
る
。

Ｑ
老
人
保
健
と
の
関
係

は
。

Ａ
老
人
保
健
法
の
改
正

で
、
対
象
年
齢
が
70
歳

か
ら
75
歳
に
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
対

象
か
ら
は
ず
れ
た
人
が

国
民
健
康
保
険
に
入
っ

て
く
る
こ
と
に
な
る
。

Ｑ
負
担
割
合
は
。

Ａ
国
保
か
ら
の
負
担
は

減
っ
て
い
き
、
公
費
負

担
（
自
治
体
が
出
す
割

合
）
が
増
え
て
く
る
。

18
年
度
に
は
50
対
50
。
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常任委員会報告

総務企画委員会

常任委員会報告

町民経済委員会

主な保険給付費
一般被保険者　　　9.0億円

退職被保険者等　　6.2億円

高額療養費（一般）1.0億円

高額療養費（退職）0.5億円
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新組織でサービス向上をめざす

公共改革市民検討委員会

町税の現状と滞納繰越分徴収見込（目標）額

国
民
健
康
保
険

共同店舗予定地（本田一丁目）

平成17年度予算（うち滞繰分）
00013億8,546（2,532万円）
00000 8,369（2,552万円）
00015億2,257（2,349万円）
00000 3,137（2,575万円）
00001億4,550（2,5 －万円）
00031億6,860

平成16年度予算
13億8,435
00 6,722
14億9,460
00 2,974
01億5,266
31億2,859

平成15年度予算
14億7,035
006,324

14億9,565
002,851

01億3,930
31億9,707

単位：万円

個人住民税
法人住民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
合　　計

町内視察（宮東護岸工事）

一 般 会 計
特 別 会 計

歳
　
出

歳
　
入



Ｑ
基
本
検
診
の
受
益
者

負
担
金
が
急
激
な
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
、
配

慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
今
の
と
こ
ろ
、
県
の

基
準
と
近
隣
の
基
準
を

参
考
に
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
基
本
検
診
の
受
診
率

は
例
年
大
き
く
違
わ
な

い
が
、
そ
の
母
数
と
な

る
対
象
者
数
は
実
数
か
。

Ａ
対
象
者
数
の
出
し
方

は
、
県
の
指
導
に
よ
る

一
定
の
計
算
方
法
で
出

し
て
お
り
、
実
数
で
は

な
い
。

Ｑ
福
祉
作
業
所
作
業
生

の
収
入
状
況
は
。

Ａ
作
業
収
入
が
よ
く
、

２
回
の
ボ
ー
ナ
ス
も
あ

り
、
１
人
当
た
り
平
均

約
４
万
５
０
０
０
円
支

給
さ
れ
て
い
る
。
近
隣

の
作
業
所
に
比
べ
多
い
。

Ｑ
支
援
費
の
支
給
に
か

か
る
国
の
補
助
金
削
減

の
影
響
に
つ
い
て
。

Ａ
支
援
費
は
施
設
、
居

宅
と
も
急
激
に
増
加
し

て
い
る
。
補
助
金
は

96
％
で
町
は
４
％
持
ち

出
し
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

Ｑ
高
齢
者
、
障
が
い
者

の
増
加
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
近
隣
と
比
べ
高
い
水

準
を
誇
っ
て
い
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

こ
と
が
当
面
の
目
標
で

あ
る
。
今
後
、
選
択
と

集
中
の
観
点
か
ら
政
策

判
断
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

Ｑ
保
育
料
の
改
定
状
況

は
。

Ａ
平
成
16
年
度
が
国
基

準
の
66
％
、
17
年
度
が

70
％
で
あ
る
。
公
立
保

育
園
の
補
助
金
が
一
般

財
源
化
さ
れ
る
動
き
が

あ
る
中
で
、
町
と
し
て
、

市
民
検
討
委
員
会
や
、

み
や
し
ろ
す
く
す
く
委

員
会
の
答
申
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
小
児
医
療
の
拡
充
、

事
務
手
続
の
簡
素
化
に

つ
い
て
は
。

Ａ
拡
充
に
つ
い
て
は
、

町
の
予
算
が
縮
減
す
る

な
か
で
も
、
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
手
続
の

簡
素
化
に
つ
い
て
は
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
同
和
問
題
で
研
修
会

の
負
担
金
が
減
額
さ
れ

て
い
る
が
、
町
の
サ
イ

ド
で
で
き
る
の
か
。

Ａ
埼
葛
の
17
市
町
の
行

政
組
織
で
合
意
し
て
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｑ
公
民
館
を
集
会
所
扱

い
に
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
経
営
戦
略
会
議
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

介
護
相
談
員

Ｑ
介
護
相
談
員
を
増
員

す
る
予
定
だ
が
、
活
動

内
容
が
変
わ
る
の
か
。

Ａ
介
護
相
談
員
を
増
員

す
る
理
由
は
、
町
内
に

介
護
施
設
が
増
え
て
き

た
た
め
で
あ
り
、
増
員

し
て
も
そ
の
活
動
内
容

を
変
え
る
予
定
は
な
い
。

Ｑ
施
設
訪
問
の
相
談
員

の
人
数
に
比
べ
、
在
宅

訪
問
の
相
談
員
の
人
数

が
少
な
い
よ
う
だ
が
。

Ａ
施
設
を
訪
問
す
れ
ば

１
カ
所
で
何
十
人
の
話

を
聞
け
る
が
、
在
宅
訪

問
で
は
一
人
に
１
時
間

程
度
か
か
る
場
合
も
あ

り
、
な
か
な
か
数
を
回

り
き
れ
な
い
事
情
が
あ

る
。
相
談
員
が
増
員
さ

れ
れ
ば
、
在
宅
訪
問
も

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

介
護
保
険
料

Ｑ
介
護
保
険
料
の
普
通

徴
収
の
収
納
率
が
低
下

し
て
い
る
が
、
滞
納
繰

り
越
し
さ
れ
て
い
る
保

険
料
は
徴
収
で
き
る
の

か
。

Ａ
保
険
料
を
長
期
間
滞

納
し
て
い
る
方
に
は
臨
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Ｑ
耐
震
診
断
の
内
容
は
。

Ａ
診
断
は
講
習
を
受
け

た
建
築
士
が
行
い
、
改

修
工
事
は
庁
内
の
業
者

が
実
施
す
る
。
耐
震
工

事
費
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ

ま
で
あ
る
が
、
少
し
直

す
だ
け
で
１
０
０
万
円

ぐ
ら
い
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

Ｑ
県
道
の
用
地
買
収
は

な
ぜ
町
が
行
う
の
か
。

Ａ
町
が
行
え
ば
ス
ム
ー

ズ
に
買
収
が
進
む
た
め
。

Ｑ
東
武
動
物
公
園
駅
周

辺
整
備
の
今
後
は
。

Ａ
メ
イ
ン
は
東
武
鉄
道

だ
が
、
こ
の
事
業
は
30

億
円
の
特
例
債
を
予
定

し
て
い
た
。
合
併
が
白

紙
に
な
り
、
町
単
独
で

は
不
可
能
な
の
で
東
武

鉄
道
に
は
断
っ
た
。

東
武
鉄
道
は
公
団
に

打
診
を
し
た
よ
う
だ
が

公
団
は
、
ア
ク
セ
ス
道

路
が
不
足
な
の
と
、
面

積
も
中
途
半
端
な
の
で

断
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

現
状
で
は
、
開
発
は

無
理
と
考
え
る
。

Ｑ
中
心
市
街
地
活
性
化

は
、
エ
リ
ア
を
含
め
消

え
て
し
ま
っ
た
の
か
。

Ａ
計
画
の
中
で
は
、
東

武
動
物
公
園
駅
西
口
は

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
の

で
、
旧
庁
舎
を
取
り
壊

し
た
後
、
ど
う
い
う
姿

が
望
ま
し
い
の
か
、
委

員
会
を
立
ち
上
げ
考
え

て
い
き
た
い
。

Ｑ
は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代

の
利
用
時
間
延
長
を
。

ま
た
、
終
了
後
は
路
上

駐
車
が
危
険
で
あ
る
。

利
用
者
も
町
外
が
多
い

よ
う
だ
が
。

Ａ
設
定
が
ど
う
な
の
か

を
含
め
、
利
用
方
法
を

検
討
す
る
。
利
用
者
は

公
園
の
た
め
、
使
用
許

可
対
象
者
以
外
は
把
握

が
で
き
な
い
も
ど
か
し

さ
が
あ
る
。

Ｑ
公
共
下
水
道
事
業
負

担
金
滞
納
繰
越
分
の
収

納
状
況
は
。

Ａ
ト
ー
タ
ル
で
約
１
７

０
０
万
円
あ
る
が
、
水

道
と
同
様
、
使
用
を
開

始
し
て
か
ら
払
え
ば
よ

い
と
勘
違
い
し
て
い
る

人
も
い
る
。

対
応
と
し
て
は
、
督

促
や
分
割
払
い
の
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
保
険
料
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
総
務
課
が
一
括
し
て

行
っ
て
い
る
。
町
村
会

と
提
携
し
て
い
る
の
で
、

か
え
っ
て
安
い
保
険
料

に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
委
託
料
の
契
約
は
安

く
で
き
な
い
か
。

Ａ
参
考
見
積
も
り
を
提

出
さ
せ
て
検
討
し
て
い

る
の
で
、
安
価
だ
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
水
洗
化
率
は
。

Ａ
整
備
計
画
３
０
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
整
備

率
は
、
88
％
と
な
っ
て

い
る
。
下
水
道
法
で
は
、

汲
み
取
り
の
場
合
、
３

年
の
間
に
水
洗
浄
化
槽

を
速
や
か
に
接
続
す
れ

ば
よ
い
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
料
金
収
入
の
変
動
は
。

Ａ
東
武
動
物
公
園
は
、

ピ
ー
ク
時
よ
り
年
間
約

３
５
０
０
万
円
の
減
、

日
本
工
業
大
学
も
半
分

ぐ
ら
い
に
減
少
し
て
い

る
。

Ｑ
農
業
集
落
排
水
の
分

担
金
と
使
用
料
金
の
算

定
は
。

Ａ
分
担
金
は
、
総
工
事

費
を
勘
案
し
て
組
合
と

相
談
、
30
万
円
を
限
度

と
し
て
決
め
た
。

使
用
料
は
、
基
本
料

金
月
額
２
０
０
０
円
、

人
数
割
料
金
１
人
当
た

り
月
額
３
０
０
円
と
し

た
が
、
公
共
下
水
道
料

金
よ
り
は
割
高
に
な
っ

て
い
る
。
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常任委員会報告

文教厚生委員会

常任委員会報告

建設土木委員会
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介

護

保

険

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

水
道
事
業
会
計

町内視察（みやしろ保育園）

●給水件数　0013,069件
●年間総給水量　4,181千m3

●県水受水量　　2,519千m3

（全体の65.2％）
●受水費　　1億6,300万円

65円/m3

宅
な
ど
を
行
い
、
制
度

の
主
旨
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

２月にオープンした「きらり姫宮」

町水道アラカルト町水道アラカルト



Ｑ
な
ぜ
３
月
31
日
ま
で
に
登

記
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

Ａ
国
庫
補
助
事
業
の
制
約
と

し
て
登
記
を
完
了
す
る
必
要

が
あ
る
。

Ｑ
備
中
岐
橋
か
ら
久
喜
側
へ

の
延
伸
は
。

Ａ
こ
ち
ら
が
完
成
後
、
久
喜

側
が
計
画
を
立
て
る
。

Ｑ
現
道
の
取
り
付
け
、
切
り

回
し
な
ど
の
計
画
は
い
つ
発

表
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
計
画
は
で
き
て
い
る
。
平

成
17
、
18
年
で
工
事
を
行
っ

て
い
く
。

長
寿
祝
金
条
例
改
正

長
寿
祝
い
金
は
、
平
成
12

年
、
賀
寿
の
と
き
に
広
く
高

齢
者
を
敬
愛
す
る
と
と
も
に

社
会
福
祉
増
進
の
た
め
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

平
均
寿
命
の
上
昇
と
高
齢

者
増
加
、
財
政
上
の
理
由
か

ら
満
80
歳
の
２
万
円
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

満
88
歳
　
３
万
円

満
99
歳
以
上
５
万
円
は
そ

の
ま
ま
で
す
。

議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
廃
止

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
る
な

か
、
議
員
の
調
査
研
究
に
資

す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、

会
派
ご
と
に
交
付
す
る
政
務

調
査
費
は
平
成
13
年
制
定
し

ま
し
た
が
、
４
年
で
廃
止
と

し
ま
し
た
。
年
間
１
２
０
万

円
削
減
と
な
り
ま
す
。
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農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
条
例

西
粂
原
地
区
に
完
成
し
た

処
理
施
設
の
一
部
の
供
用
を

開
始
す
る
た
め
の
制
定
で
す
。

主
な
質
疑

Ｑ
総
事
業
費
は
い
く
ら
に
な

る
か
。
対
象
戸
数
は
。

Ａ
平
成
19
年
ま
で
か
か
る
が
、

17
億
３
６
６
２
万
円
が
見
込

ま
れ
る
。
２
８
５
戸
を
予
定

し
て
い
る
。

Ｑ
事
業
用
排
水
は
除
外
施
設

の
設
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
あ
る
が
。

Ａ
必
須
要
件
で
あ
る
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇
に
関
す
る
条
例
改
正

職
場
生
活
、
家
庭
生
活
の

両
立
支
援
の
た
め
、
人
事
院

規
則
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
改
正
で
す
。
育
児
や
介

護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出

勤
務
を
さ
せ
る
な
ど
で
す
。

主
な
質
疑

Ｑ
早
出
、
遅
出
勤
務
の
規
定

は
。

Ａ
所
属
長
の
命
令
で
行
う
。

今
回
の
改
正
で
は
当
事
者
の

申
し
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
内

容
が
業
務
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
で
き
る
。

Ｑ
休
み
を
取
っ
た
場
合
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
。

Ａ
そ
の
他
の
職
員
で
対
応
し

て
い
く
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

改
正管

理
職
手
当
の
上
限
を
１

０
０
分
の
17
か
ら
15
に
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

参
事
１
０
０
分
の
15

課
長
１
０
０
分
の
13

課
長
心
得
１
０
０
分
の
10

主
幹
・
主
査
１
０
０
分
の
８

と
な
り
ま
す
。

住
宅
手
当
１
０
０
０
円
は

世
帯
主
以
外
廃
止
に
な
り
ま

す
。

特
別
職
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
改
正

各
種
審
議
会
や
委
員
会
の

委
員
な
ど
、
日
額
２
２
０
０

円
を
１
３
０
０
円
に
す
る
も

の
で
す
。

主
な
質
疑

Ｑ
な
ぜ
医
師
、
薬
剤
師
は
見

送
っ
た
の
か
。

Ａ
特
殊
技
術
な
ど
も
含
め
て
、

公
共
改
革
の
中
で
報
酬
の
見

直
し
も
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
報
酬
と
費
用
弁
償
は
連
動

し
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ

た
。

宮
代
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

Ｑ
職
員
の
不
利
益
に
対
す
る

保
障
は
。

Ａ
職
員
の
勤
務
の
状
況
に
関

し
て
公
表
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
職
員
の
個
々
の
不
利
益

に
な
る
こ
と
は
な
い
。

Ｑ
勤
務
評
定
の
基
準
は
明
確

か
。
ま
た
誰
が
行
う
の
か
。

Ａ
目
標
管
理
制
度
と
連
動
し

た
人
事
考
課
制
度
を
実
施
し

て
い
る
。
目
標
に
基
づ
く
能

力
、
態
度
を
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
。
評
定
者
は
所
属

長→

総
務
課
長→

助
役
、
収

入
役
、
教
育
長→

町
長
。

Ｑ
職
員
へ
の
説
明
は
。

Ａ
特
に
行
っ
て
い
な
い
、
可

決
後
、
周
知
し
て
い
く
。

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

改
正旅

費
の
日
当
を
公
務
上
必

要
ま
た
は
天
災
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
宿
泊

を
伴
う
場
合
に
限
り
支
給
。

主
な
質
疑

Ｑ
な
ぜ
食
卓
料
に
差
が
あ
る

の
か
。

Ａ
職
、
立
場
に
お
い
て
か
か

わ
る
人
が
違
う
。
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３月定例議会では、条例の制定３件、条例の改正
15件、財産の取得１件、その他７件、意見書１件、
請願１件の議案がありました。

備
中
岐
橋
通
り
線
の
用
地
を
購
入
し
ま
す
。
圏
央
道
の
側
道

と
な
る
都
市
計
画
道
路
で
す
。
12
月
議
会
で
沖
の
山
グ
ラ
ウ
ン

ド
も
用
地
と
し
て
普
通
財
産
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

面
　
　
積
　
９
０
１
９
平
方
メ
ー
ト
ル
（
国
納
、
和
戸
地
内
）

取
得
金
額
　
約
２
億
４
０
３
９
万
円

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

坂
巻
庄
治
氏

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

財産の取得 条例の制定

条例の改正人事案件 その他

意見書・請願
意見書 賛成多数で採択され、国に送付しました。

「人権侵害の救済に関する法律」の早期制定を求める 賛成14人・反対５人
請　願 請願は総務企画委員会に付託され、委員会で不採択、

本会議でも不採択となりました。
憲法上の原則と人権に関する国際的水準に立脚する 賛成５人・反対14人
「人権擁護法」の制定を求める

請願者　埼玉地域人権運動連合会

財
産
の
取
得

オープンした西粂原農業集落排水施設

備中岐橋通り線の説明をうける委員
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一 般 質 問

質問項目一覧
10 西村　茂久　議員
① 合併問題の総括
② 行財政改革
③ 生活環境
④ 圏央道関連道路整備
⑤ 教育改革

11 高柳　幸子　議員
① 災害に強いまちづくり
② 予防重視の介護保険改革
③ 栄養教諭制度

12 大高　誠治　議員
① 新庁舎完成でより効率的な運行を
② 先を見越した少子化対策を

13 角野由紀子　議員
① 公募制補助金
② 災害・犯罪等情報の送信
③ 青色回転灯の装備
④ アダプトプログラム制度

14 加納　好子　議員
① 徴収対策室
② 公募補助金
③ 公共改革市民検討委員会
④ （庁内）組織、職員等改革
⑤ 財政構造改革
⑥ 地域福祉計画
⑦ ティーエムオーみやしろ

15 加藤　幸雄　議員
① 御成街道、和戸・国納地内の安全確保
② 国保
③ 指定管理者制度

16 唐沢　捷一　議員
① 町制施行50周年を迎え榊原町長の新たな
決意

１　野口　秀雄　議員
① 「ゆとり教育」の総合学習見直し論
② 防災行政無線の見直し
③ 健康診断の標準化
④ 福祉サービスの第三者評価

２　横手　康雄　議員
① 安全安心の町づくり
② 防災対策
③ 行財政改革

３　榎本　和男　議員
① 財政対策
② 土地区画整理事業

４　飯山　直一　議員
① 防犯パトロールの組織化
② 森の市場「結」の売上げアップ及び新しい
村の事業拡大について

③ 景観保全対策
④ ケーブルテレビの導入

５　山下明二郎　議員
① 庁内の組織改革
② 出先機関

６　柴山　恒夫　議員
① 姫宮駅西口の商店活性化
② 町道259号線の工事凍結
③ 公教育

７　小河原　正　議員
① 行財政改革の基本方針
② 活動と交流の拠点確保
③ 町民の意識調査
④ 危機管理

８　合川　泰治　議員
① 今後の町政運営

９　丸藤　栄一　議員
① 乳幼児（小児）医療費助成の拡充
② 合併問題
③ 今後のまちづくり

一般質問は、16人の議員が登壇し、
行財政改革をはじめ、安心・安全のま
ちづくり、教育問題などの51項目を３
日間にわたり、町の考えをただしまし
た。
ここに掲載したものは、質問した議

員自らが原稿をおこし、507文字以内
にまとめたものです。

野
口
秀
雄
　
議
員
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一 般 質 問

（
問
）
県
で
は
安
全
で
犯
罪
に
強

い
町
づ
く
り
の
た
め
、
昨
年
７
月

に
防
犯
町
づ
く
り
推
進
条
例
が
施

行
さ
れ
た
。
町
と
し
て
の
条
例
づ

く
り
を
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

県

条
例
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
犯

罪
を
誘
発
す
る
機
会
を
除
去
す
る

こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ

に
く
い
環
境
の
整
備
を
行
い
、
犯

罪
の
な
い
安
全
で
安
心
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
重
点
施
策

と
し
て
、
町
民
や
関
係
機
関
の
協

力
を
い
た
だ
き
安
全
安
心
の
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
一
つ
の
方
策
と

し
て
、
条
例
制
定
を
検
討
す
る
。

（
問
）
水
害
対
策
と
し
て
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
が
必
要
で
は
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

洪

水
に
関
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
が
独
自
に
作

成
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
も
費
用

の
面
で
も
非
常
に
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
最
近
、
国
が
作
成
し
た
利

根
川
水
系
及
び
荒
川
水
系
の
浸
水

想
定
区
域
に
関
す
る
情
報
が
、
順

次
公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
町

村
へ
も
関
係
資
料
が
提
供
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
デ

ー
タ
な
ど
が
公
表
さ
れ
た
後
に
、

周
辺
市
町
と
も
歩
調
を
あ
わ
せ
作

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
公
共
事
業
費
が
大
幅
カ
ッ

ト
、
町
の
活
性
化
が
心
配
で
あ
る
。

（
答
）
総
務
担
当
参
事

今
財
政

は
切
迫
し
て
い
る
。
今
後
公
共
事

業
を
優
先
順
位
づ
け
し
、
事
業
に

着
手
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

「
ゆ
と
り
教
育
」
の
見
直
し
は

（
答
）
教
育
長

見
直
し
論
の
背

景
に
は
、
学
力
低
下
が
大
き
な
要

因
を
占
め
、
教
育
内
容
の
精
選
や

授
業
時
間
の
削
減
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
知
識
・
技
能
の

み
の
従
来
の
学
力
観
を
転
換
し
、

「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
能
力
」

を
育
成
し
、
子
ど
も
た
ち
に
「
生

き
る
力
」
を
育
て
る
こ
と
に
切
り

替
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

矢
継
ぎ
早
の
見
直
し
論
に
、
教

育
現
場
は
困
惑
し
て
い
る
が
、
生

き
る
力
の
育
成
を
目
指
し
、
ゆ
と

り
を
確
保
し
な
が
ら
、
基
礎
・
基

本
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
。

防
災
行
政
無
線
の
見
直
し
は

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

平

成
17
年
度
か
ら
、
防
災
行
政
無
線

の
聞
き
取
り
に
く
い
地
域
や
内
容

の
再
確
認
し
た
い
方
に
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
24
時
間
体
制
で
実
施
し
、

確
実
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

健
康
診
断
の
標
準
化
は

（
答
）
健
康
課
長

保
健
所
や
学

校
、
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
健

康
診
断
に
細
か
い
検
査
項
目
の
定

め
は
な
く
、
実
施
主
体
で
決
め
て

い
る
。
標
準
化
は
平
成
18
年
度
に
、

厚
生
労
働
省
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
作
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
「
六
花
」
や
他
の
医
療
機

関
の
開
設
に
よ
り
、
環
境
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
や
行
政
改
革
の
面
か

ら
も
、
17
年
度
よ
り
、
基
本
健
診

に
実
費
の
概
ね
１
割
か
ら
２
割
の

受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
て
い
く
。

自然に親しみ、良き習慣を身につける教育を！（笠原小学校）

古利根川の護岸工事

重
点
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い
く

横
手
康
雄
　
議
員

（
平
成
会
）

安
全
で
安
心
の
町
づ
く
り
を

「
生
き
る
力
」
を
育
み
　
基
本
基
礎
の
定
着
を
図
る

ね
じ
れ
生
む
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
見
直
し
論
は
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飯
山
直
一
　
議
員

（
平
成
会
）

榎
本
和
男
　
議
員

（
清
風
会
）

（
問
）
最
近
青
少
年
を
巻
き
込
ん

だ
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
今
後

ま
す
ま
す
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

町
と
し
て
も
早
急
に
対
策
が
望
ま

れ
る
の
で
は
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

現

在
宮
代
・
杉
戸
両
町
に
ま
た
が
る

非
営
利
組
織
「
地
域
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
」
が
あ
り
、
犯
罪
や
事

件
・
災
害
な
ど
の
未
然
防
止
に
努

め
、
両
町
の
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
秩
序
（
安
全
で
安
心

な
街
づ
く
り
）
を
守
る
こ
と
を
目

的
に
、
結
成
さ
れ
て
い
る
。
以
来

今
日
ま
で
駅
周
辺
や
犯
罪
が
発
生

し
た
場
所
な
ど
を
中
心
に
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、
両

町
の
安
全
の
た
め
に
尽
力
を
し
て

も
ら
っ
て
お
り
、
大
変
感
謝
し
て

い
る
。
町
と
の
関
連
で
は
、
防
犯

に
関
す
る
情
報
提
供
を
は
じ
め
、

「
広
報
み
や
し
ろ
」
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
活
動
内
容
を
取
り
上
げ
、

町
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
も
ら

う
よ
う
協
力
し
て
い
る
。

（
問
）
町
で
の
認
定
ま
た
は
独
自

に
組
織
す
る
考
え
は
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

防

犯
対
策
は
警
察
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
た
め
、
警
察
・
行
政
・
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
、
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
有
効
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
住
民
が
防
犯
対

策
に
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
。
組
織

の
自
主
性
を
尊
重
し
、
側
面
か
ら

可
能
な
限
り
支
援
・
協
力
し
て
い

き
た
い
。

（
問
）
財
政
対
策
に
つ
い
て
。

①
人
件
費
削
減
が
不
可
欠
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
に
は
人

員
配
置
が
重
要
に
な
る
の
で
は
。

組
織
改
革
で
17
課
が
５
課
と
な

る
が
窓
口
表
示
を
わ
か
り
や
す
く
。

②
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
は
。

③
公
共
施
設
の
使
用
料
や
運
用
の

見
直
し
、
各
種
補
助
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
廃
止
・
削
減
な
ど
は
。

（
答
）
総
務
担
当
参
事

①
こ
れ

ま
で
に
な
い
経
費
の
削
減
に
取
り

組
み
、
課
長
に
臨
機
に
人
員
配
置

を
行
う
権
限
を
委
譲
、
職
務
遂
行

の
責
任
者
を
室
長
と
位
置
付
け
た
。

課
の
表
示
、
室
長
名
と
仕
事
の

範
囲
の
具
体
的
な
表
示
を
検
討
中
。

②
徴
収
対
策
の
強
化
、
都
市
計
画

税
な
ど
の
新
税
、
未
利
用
財
産
の

売
却
、
税
源
の
涵
養
か
ん
よ
う

な
ど
検
討
。

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
課
題

の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

市
民
参
加
を
え
な
が
ら
使
用
料
の

適
正
化
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
見
直

し
を
行
う
。

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

（
問
）
①
道
仏
地
区
の
完
了
年
度

は
。
事
業
計
画
の
見
直
し
は
。

②
和
戸
駅
西
側
地
区
の
支
援
は
。

ま
た
事
業
に
よ
る
税
収
増
は
町
負

担
よ
り
多
い
と
思
わ
れ
る
が
。

（
答
）
都
市
計
画
課
長

①
完
了

年
度
は
平
成
24
年
度
に
変
更
。

保
留
地
処
分
価
格
の
引
き
下
げ

や
、
移
転
家
屋
数
を
減
ら
し
設
計

変
更
で
事
業
費
の
縮
減
を
図
っ
た
。

②
地
元
組
織
の
事
業
計
画
（
案
）

で
２
度
協
議
、
今
後
技
術
的
支
援

を
行
う
。
財
政
効
果
は
今
後
検
証
。

安全安心パトロール

配慮した人員配置

現
組
織
の
自
主
性
を
尊
重
側
面
か
ら
支
援
し
た
い

町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
組
織
化
は 新

組
織
で
臨
機
に
人
員
を
配
置

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
人
員
配
置
を

山
下
明
二
郎
　
議
員

（
平
成
会
）

みやしろ議会だよりNo.53

一 般 質 問

（
問
）
①
姫
宮
駅
西
口
の
商
店
活

性
化
は
地
域
住
民
の
切
実
な
要
望

で
あ
る
。
新
規
ス
ー
パ
ー
誘
致
の

話
を
聞
く
が
、
町
は
開
店
日
程
や

店
舗
規
模
な
ど
を
、
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。
②
今
後
、
町

は
商
業
活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。

（
答
）
農
政
商
工
課
長

①
食
料

品
ス
ー
パ
ー
よ
り
新
規
店
舗
の
開

発
申
請
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
な
日
程
は
早
け
れ
ば
５
月
中
、

遅
く
て
も
６
月
中
旬
に
は
開
店
予

定
と
の
こ
と
。
②
今
後
は
商
工
会

や
地
元
商
店
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
活
性
化
を
進
め
る
。
同
時
に
民

の
力
の
誘
導
な
ど
含
め
活
性
化
事

業
の
促
進
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

（
問
）
①
新
年
度
の
重
点
施
策
は

何
か
。②
04
年
か
ら
実
施
の「
35
人

学
級
」の
検
証
と「
35
人
学
級
」適

用
の
拡
大
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
。

（
答
）
教
育
長

①
各
小
学
校
２

人
、
中
学
校
１
人
の
非
常
勤
講
師

を
配
置
し
、
学
力
向
上
を
図
る
。

学
力
調
査
を
実
施
し
て
、
結
果
を

分
析
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
。
町
独
自
の
35
人
程
度
学
級
は

引
続
き
実
施
し
た
い
。「
キ
ッ
ズ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

環
境
意
識
を
育
む
と
と
も
に
問
題

解
決
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。

②
35
人
学
級
は
現
在
、
教
師
、
保

護
者
、
児
童
生
徒
に
対
し
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
少
人
数
学
級
は
、

教
育
上
極
め
て
有
効
な
制
度
で
あ

る
が
、
拡
大
に
つ
い
て
は
初
期
の

目
標
を
達
成
し
た
と
考
え
る
。

（
問
）
今
回
の
組
織
改
正
は
町
民

の
目
線
に
た
っ
て
行
う
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
。

（
答
）
総
務
担
当
参
事

今
回
の

組
織
改
革
で
宮
代
町
が
主
眼
と
す

る
と
こ
ろ
は
、
簡
素
、
柔
軟
、
強

靱じ
ん

な
組
織
づ
く
り
で
あ
る
。

簡
素
と
は
迅
速
な
意
思
決
定
に

よ
り
仕
事
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
、
役
職
を
整
理
し
簡
素

で
分
か
り
や
す
い
組
織
に
す
る
こ

と
。
柔
軟
と
は
、
多
様
な
行
政
ニ

ー
ズ
に
適
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

仕
事
本
位
、
機
能
本
位
の
機
動
性

の
高
い
組
織
で
あ
る
こ
と
。
強
靱

と
は
増
大
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
耐

え
得
る
よ
う
職
務
の
専
門
性
を
高

め
る
と
と
も
に
職
責
を
明
確
に
自

覚
で
き
る
よ
う
な
組
織
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
町

民
の
目
か
ら
見
て
分
か
り
や
す
い

仕
組
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
民
の
皆
様
か
ら
、
担
当
課
が
分

か
ら
な
い
、
責
任
者
が
だ
れ
な
の

か
分
か
り
難
い
、
と
の
指
摘
も
あ

り
そ
の
よ
う
な
声
に
応
え
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
出
先
機
関
に
つ
い

て
も
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
官

民
の
役
割
を
明
確
に
し
民
間
に
委

ね
る
べ
き
は
民
間
に
委
託
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
く
。

町
長

新
た
な
組
織
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
町
民
を
主
役
と
す
る
現

場
主
義
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

組
織
の
長
で
あ
る
課
長
に
課
内
の

人
事
配
置
の
権
限
を
大
幅
に
委
譲
、

担
当
室
長
制
を
採
用
し
状
況
に
応

じ
た
事
務
の
執
行
権
限
を
委
ね
、

自
覚
と
責
任
を
持
た
せ
る
。

町民の目線にたって

スーパーの新規開店が待たれる姫宮駅西口

食
料
品
ス
ー
パ
ー
か
ら
開
発
申
請
が
出
て
い
る

柴
山
恒
夫
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

姫
宮
駅
前
に
ス
ー
パ
ー
店
舗
誘
致
の
話
は
…

町
民
に
分
か
り
や
す
く
職
員
の
自
覚
に
期
待

組
織
改
革
は
町
民
の
目
線
に
た
っ
て
行
う
べ
き
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丸
藤
栄
一
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）
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一 般 質 問

（
問
）
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

禁
止
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

町

で
は
、
空
き
缶
な
ど
ポ
イ
捨
て
の

再
発
防
止
と
環
境
の
保
全
に
努
め

て
き
て
い
る
。
生
活
環
境
課
職
員

に
よ
る
定
期
的
な
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
発
生
す
る
場
所

へ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
看
板
の
設
置
、

自
動
販
売
機
設
置
者
へ
の
回
収
容

器
設
置
の
要
請
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
体
と
し
て
は
な
か

な
か
根
絶
す
る
に
は
至
ら
な
い
状

況
に
あ
る
。
ポ
イ
捨
て
は
モ
ラ
ル

の
問
題
で
あ
り
、
罪
の
意
識
の
低

さ
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
に
よ
る
も
の
と
痛
感
し
て
い

る
。
今
後
と
も
モ
ラ
ル
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
先
進
事
例
を
参
考
に
し
て
条

例
制
定
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

（
問
）
制
定
の
時
期
は
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

17

年
度
中
の
制
定
を
め
ざ
し
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。

圏
央
道
関
連
道
路
整
備

（
問
）
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

（
答
）
都
市
計
画
課
長

幅
員
16

メ
ー
ト
ル
の
都
市
計
画
道
路
備
中

岐
橋
通
り
線
は
す
で
に
設
計
を
完

了
、
18
年
度
完
成
を
め
ざ
し
て
い

る
。
ま
た
、
幅
員
16
メ
ー
ト
ル
の

都
市
計
画
道
路
春
日
部
久
喜
線
は

16
年
度
設
計
、
17
年
度
用
地
買
収

を
受
託
し
、
20
年
度
完
成
が
目
途
。

圏
央
道
は
、
付
帯
設
備
、
本
線

を
含
め
概
ね
20
年
代
後
半
に
は
完

成
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

（
問
）
小
児
医
療
費
の
負
担
軽
減

は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
う
え
で
切
実
な
施
策
で
あ
る
。

①
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
窓
口

無
料
化
、
②
助
成
対
象
を
拡
充
す

る
考
え
は
。

（
答
）
健
康
福
祉
担
当
参
事

小

児
医
療
費
制
度
は
、
少
子
化
対
策

に
お
け
る
重
要
な
子
育
て
支
援
施

策
と
考
え
て
い
る
。

①
あ
る
程
度
の
基
礎
医
療
環
境

は
整
っ
て
き
た
が
、
町
内
の
医
師

会
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

小
児
医
療
費
制
度
だ
け
で
な
く
、

重
度
医
療
費
、
ひ
と
り
親
医
療
費

な
ど
と
の
関
連
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
模

索
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
②
今
後
の

推
移
や
町
の
財
政
な
ど
を
見
定
め

な
が
ら
、
医
療
費
助
成
制
度
の
み

で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
福
祉

施
策
全
体
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
共
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

（
問
）
①
公
共
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
は
、
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

の
第
一
歩
の
取
り
組
み
と
み
て
よ

い
か
。
②
職
員
数
は
、
10
年
間
で

２
４
０
人
か
ら
２
０
０
人
に
減
ら

す
と
い
う
数
字
を
あ
げ
て
い
る
が
、

財
政
面
で
も
政
策
的
な
財
源
が
今

後
ど
の
く
ら
い
必
要
な
の
か
、
目

標
額
も
あ
っ
て
当
然
と
思
う
が
。

（
答
）
総
務
担
当
参
事

①
協
治

型
の
地
域
社
会
を
構
築
し
、
自
治

体
力
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
を
つ
く
る

自
律
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
。
②
数
値
化
す
る
こ
と
が

可
能
、
適
当
で
あ
る
か
な
ど
の
議

論
も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

早急に申請手続きの簡素化を！

ポイ捨て禁止の立て看板だが……

平
成
17
年
度
中
の
制
定
を
め
ざ
す

西
村
茂
久
　
議
員

（
ウ
エ
ー
ブ
の
会
）

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
制
定
を

財
政
等
を
見
定
め
、
福
祉
施
策
全
体
で
検
討
す
る

小
児
医
療
費
窓
口
無
料
化
と

助
成
対
象
の
拡
充
を

合
川
泰
治
　
議
員

（
ウ
エ
ー
ブ
の
会
）

小
河
原

正
　
議
員

（
平
成
会
）

（
問
）
①
分
権
化
社
会
に
お
い
て

必
要
不
可
欠
な
能
力
と
は
。
②
宮

代
町
に
お
い
て
不
足
し
て
い
る
能

力
と
は
。
③
不
足
し
て
い
る
能
力

を
補
う
た
め
に
、
ど
う
い
っ
た
研

修
ま
た
は
そ
の
他
の
手
段
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

（
答
）
総
務
課
長

①
政
策
形
成

能
力
、
対
人
関
係
能
力
、
職
務
遂

行
能
力
、
管
理
能
力
、
国
際
化
対

応
能
力
が
あ
げ
ら
れ
る
。
②
技
能

や
技
量
と
い
う
よ
り
は
意
識
の
面

か
も
し
れ
な
い
。
コ
ス
ト
意
識
を

持
ち
効
果
的
、
効
率
的
に
業
務
を

遂
行
す
る
よ
う
な
経
営
感
覚
が
全

職
員
レ
ベ
ル
で
さ
ら
に
必
要
と
い

え
る
。
管
理
職
に
お
い
て
は
、
職

員
の
持
つ
能
力
を
育
成
し
最
大
限

に
引
き
出
す
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
や
職
員
育
成
能
力
に
お
い

て
改
善
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
③
民
間
派
遣
研
修
や
目
標

管
理
と
連
動
し
た
人
事
考
課
制
度
、

幹
部
職
員
研
修
や
執
務
中
の
Ｏ
Ｊ

Ｔ
（
職
場
内
研
修
）
な
ど
に
よ
り

改
善
に
努
め
て
い
る
が
、
今
後
さ

ら
な
る
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
現
在
実
施
中
の
「
公
共
改

革
検
討
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て

職
員
の
意
識
改
革
を
重
点
課
題
と

捉と
ら

え
、
こ
れ
ら
の
問
題
や
対
策
を

分
析
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
主
管
課
で
あ
る
総
務
課
と
し

て
も
職
員
が
能
力
育
成
に
自
主
的

に
取
り
組
み
、
自
己
啓
発
に
努
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
前

提
と
な
る
組
織
風
土
づ
く
り
、
き

っ
か
け
づ
く
り
や
支
援
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
の
充
実
に
努
め
た
い
。

（
問
）
①
行
財
政
改
革
の
基
本
方

針
は
。
②
公
共
改
革
市
民
検
討
委

員
会
の
進
め
方
は
。
③
足
腰
の
強

靱じ
ん

な
自
治
体
づ
く
り
は
。

（
答
）
総
務
担
当
参
事

①
人
件

費
の
削
減
や
滞
納
整
理
な
ど
債
権

確
保
の
努
力
、
事
務
事
業
の
経
費

削
減
な
ど
、
行
政
の
内
部
的
な
努

力
を
十
分
に
尽
く
す
こ
と
。

さ
ら
に
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
政

策
効
果
を
見
極
め
、
不
要
不
急
の

事
務
事
業
は
廃
止
を
含
め
て
十
分

な
見
直
し
を
す
る
こ
と
。

そ
れ
で
も
な
お
、
不
足
す
る
財

源
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
責

任
を
果
た
し
た
上
で
必
要
な
ご
負

担
を
い
た
だ
く
。

②
町
民
に
丸
投
げ
を
す
る
事
で
は

な
く
、
検
討
項
目
を
洗
い
出
し
て

い
く
が
自
由
闊
達
か
っ
た
つ

に
責
任
を
持
っ

て
討
論
を
し
て
い
た
だ
く
。

③
行
政
組
織
は
、
少
数
の
職
員
で

あ
っ
て
も
増
大
す
る
行
政
ニ
ー
ズ

に
耐
え
得
る
よ
う
、
職
員
が
職
務

の
専
門
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
職
責
を
明
確
に
自
覚
で
き
る

よ
う
な
組
織
に
整
備
し
た
。

財
政
面
は
、
補
助
金
や
公
債
に

過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
健

全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

（
問
）
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
は
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

大

き
な
震
災
で
は
、
町
の
防
災
機
関

を
全
て
動
員
し
て
も
対
処
す
る
事

は
困
難
。
住
民
の
自
主
的
対
応
が

重
要
と
な
る
の
で
、
設
立
・
訓

練
・
防
災
資
機
材
購
入
に
要
す
る

資
金
面
の
支
援
を
す
る
。

意識改革に期待

納税の申告会場

技
術
や
技
量
よ
り
は
意
識
の
面
か
も
し
れ
な
い

宮
代
町
に
不
足
し
て
い
る
能
力
と
は

内
部
努
力
と
効
果
を
見
極
め
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す

行
財
政
改
革
の
基
本
方
針
は



18みやしろ議会だよりNo.5419 みやしろ議会だよりNo.54

角
野
由
紀
子
　
議
員

（
公
明
党
）

みやしろ議会だよりNo.53

一 般 質 問

（
問
）
地
域
福
祉
計
画
と
は
。
ま

た
、「
居
場
所
」
の
確
保
に
集
会

所
の
活
用
は
。

（
答
）
健
康
福
祉
担
当
参
事

住

み
慣
れ
た
家
庭
、
地
域
で
、
人
と

の
つ
な
が
り
を
実
感
し
、
社
会
と

か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
し

続
け
た
い
と
い
う
思
い
は
、
多
く

の
町
民
が
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
民
の
福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

多
様
化
、
個
別
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
増
大
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
を
含
め

す
べ
て
の
人
た
ち
が
心
豊
か
に
、

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
社
会
環

境
を
作
る
た
め
に
は
、
公
的
な
支

援
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
が
お
互

い
に
、
助
け
合
う
活
動
が
今
以
上

に
重
要
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
支
え
合
い
を
活
性
化

す
る
た
め
に
は
、
町
民
ど
う
し
の

交
流
に
よ
り
連
帯
感
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
手

助
け
が
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
既
存
の
福
祉
計
画
で

は
解
決
で
き
な
い
内
容
の
隙
間
す
き
ま

を

埋
め
る
の
が
地
域
福
祉
計
画
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
県
下
で
は
、
ま

だ
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
策
定
に

い
た
っ
て
な
い
の
が
現
状
だ
。

町
内
36
カ
所
の
集
会
所
の
活
用

は
、
地
域
福
祉
計
画
を
展
開
す
る

上
で
大
変
有
効
で
あ
る
。
今
後
、

自
治
会
と
の
協
働
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
公
共
改
革
市
民
検
討
委
員

会
で
の
審
議
状
況
も
ふ
ま
え
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）
警
察
庁
と
国
土
交
通
省
は
、

平
成
16
年
12
月
か
ら
、
自
主
的
に

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
自
動
車

に
青
色
回
転
灯
装
備
の
申
請
受
付

を
始
め
て
い
る
。
安
心
安
全
の
街

づ
く
り
に
一
層
の
効
果
が
あ
る
と

思
う
。
当
町
で
の
申
請
は
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

町

と
し
て
は
安
心
安
全
の
街
づ
く
り

を
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

新
た
に
、
公
用
車
の
側
面
に
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ

ー
ト
を
貼
り
、
公
用
車
の
移
動
中

の
防
犯
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
た
。

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
公
用

車
で
防
犯
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
ス
テ

ッ
カ
ー
と
の
相
乗
効
果
、
児
童
生

徒
の
下
校
時
や
夕
暮
れ
夜
間
で
の

視
覚
的
効
果
な
ど
安
心
安
全
の
街

づ
く
り
推
進
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
。
現
在
、
警
察
署
と
協

議
を
し
て
い
る
。

（
問
）
健
康
マ
ッ
歩
、
河
川
、
道

路
な
ど
に
里
親
制
度
の
導
入
を
し

た
ら
ど
う
か
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、

ふ
ん
害
の
抑
止
効
果
も
あ
る
と
思

う
が
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

里

親
制
度
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働

で
街
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
今

日
の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
重

要
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

く
る
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
に

も
意
識
が
高
揚
し
、
効
果
が
期
待

で
き
る
。
関
係
各
課
と
連
携
し
制

度
導
入
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

下校時の安全守ってね

地域福祉の中心は集会所

県
下
の
自
治
体
で
、
策
定
は
少
数
で
あ
る
が
…

加
納
好
子
　
議
員

（
ウ
エ
ー
ブ
の
会
）

地
域
福
祉
計
画
の
現
状
は

現
在
、
警
察
と
協
議
中

青
色
回
転
灯
装
備
の
自
動
車
を
走
ら
せ
て
は

大
高
誠
治
　
議
員

（
清
風
会
）

高
柳
幸
子
　
議
員

（
公
明
党
）

先
を
見
越
し
た
少
子
化
対
策

（
問
）
町
は
、
乳
幼
児
医
療
費
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し

て
い
る
が
即
効
薬
は
あ
る
の
か
。

（
答
）
健
康
福
祉
担
当
参
事

平

成
14
年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
出
生

率
低
下
の
要
因
と
し
て
厚
生
労
働

省
で
は
、
晩
婚
化
や
、
未
婚
化
の

急
激
な
進
行
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
15

年
度
、
国
・
県
で
は
下
が
っ
て
い

る
が
、
町
で
は
０
・
０
６
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
い
る
。

15
年
度
か
ら
流
れ
を
変
え
る
た

め
に
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

を
２
年
か
け
て
策
定
し
、
い
ま
町

民
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
問
）
①
新
庁
舎
の
管
理
経
費
は
。

②
職
員
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配
置
は
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ル
ー
ム
の
活

用
は
。

（
答
）
総
合
政
策
課
長

①
新
庁

舎
の
管
理
経
費
は
大
き
く
分
け
て
、

清
掃
、
機
械
設
備
の
保
守
点
検
と

光
熱
費
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
特

に
電
気
使
用
料
は
、
２
月
分
の
使

用
実
績
は
、
基
本
料
金
を
含
め
て

計
算
す
る
と
、
約
66
万
円
で
、
昨

年
の
1.2
倍
強
で
あ
る
。

②
当
町
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

平
成
12
年
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
て
一
人
一
台
体
制
で
あ
る
。

③
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
パ
ソ
コ

ン
は
、
進
修
館
よ
り
の
移
設
と
、

さ
ら
に
台
数
を
増
や
し
合
計
８
台

が
設
置
し
て
あ
る
。
現
在
は
閲
覧

が
目
的
で
、
ま
た
、
住
民
か
ら
の

要
望
が
多
く
あ
れ
ば
、
プ
リ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
災
害
時
の
緊
急
事
態
の
発

生
時
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

救
出
者
の
約
98
％
が
地
域
住
民
自

ら
の
活
動
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は

大
事
。
本
年
度
の
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
対
策
は
。

（
答
）
町
民
生
活
担
当
参
事

自

主
防
災
組
織
育
成
へ
の
助
成
制
度

の
拡
充
。
自
主
防
災
連
絡
会
議
の

連
携
強
化
。
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の

拡
充
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
24
時
間

い
つ
で
も
聞
け
る
防
災
行
政
無
線

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
。

通
信
網
の
充
実
。
青
色
回
転
灯
の

安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
。

予
防
重
視
の
介
護
保
険
改
革
は

（
答
）
介
護
保
険
課
長

当
町
の

65
才
以
上
の
高
齢
化
率
は
12
年
の

12
・
６
％
が
16
年
で
は
17
％
。
要

介
護
認
定
者
数
も
12
年
の
３
４
９

人
が
17
年
２
月
で
は
７
５
２
人
と

大
幅
増
加
。
介
護
保
険
制
度
の
改

正
で
地
域
の
高
齢
者
に
対
し
て
優

先
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
子
供
た
ち
の
食
生
活
の
乱

れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
影
を
落
と
し
て

い
る
。
学
校
保
健
統
計
調
査
で
は

不
健
康
な
太
り
す
ぎ
、
や
せ
す
ぎ

の
子
供
が
増
加
。
増
え
続
け
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
も
重
要
。

栄
養
教
諭
制
度
の
導
入
は
。

（
答
）
教
育
次
長

県
費
の
栄
養

教
諭
配
置
ま
で
各
学
級
担
任
を
中

心
に
養
護
教
諭
、
栄
養
士
な
ど
と

食
の
指
導
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

安全は普段の心がけから

出
生
率
が
15
年
度
、
町
で
は
上
昇
し
た

先
を
見
通
し
た
少
子
化
対
策
に即

効
薬
は

地
域
の
防
犯
・
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
る

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
対
策
は
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唐
沢
捷
一
　
議
員

（
ウ
エ
ー
ブ
の
会
）

加
藤
幸
雄
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

（
問
）
宮
代
町
制
施
行
50
周
年
を

迎
え
て
、
榊
原
町
長
の
新
た
な
決

意
を
聞
き
た
い
。
ま
た
榊
原
町
政

の
基
本
姿
勢
は
、
町
民
の
声
を
大

切
に
し
よ
う
、
共
に
考
え
、
共
に

実
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
町
政
運
営
ス
タ
イ
ル
に
変
化

は
な
い
か
。

さ
ら
に
過
日
１
市
３
町
合
併
復

活
は
春
日
部
、
庄
和
両
市
町
よ
り

議
会
に
付
議
し
な
い
旨
の
回
答
が

あ
り
、
完
全
に
１
市
３
町
合
併
問

題
は
ピ
リ
オ
ド
が
う
た
れ
た
。
こ

の
結
果
を
受
け
て
町
長
は
「
今
回

の
混
乱
の
原
因
を
つ
く
っ
た
町
の

長
と
し
て
お
詫
び
し
た
い
、
住
民

投
票
の
結
果
は
大
変
重
か
っ
た
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
た
が
、

そ
の
真
意
を
聞
き
た
い
。

（
答
）
町
長

地
方
自
治
体
は
今

大
き
な
転
換
期
に
あ
り
、
一
律
的

な
町
づ
く
り
は
通
用
し
な
い
時
代

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の

中
で
、
私
は
町
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
合
併
問
題
に
取
り
組
ん
で
き

た
。昨

年
夏
の
１
市
３
町
合
併
の

「
住
民
投
票
」
で
宮
代
町
民
は
反

対
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
町
の
将
来
を
見
据
え
て
さ
ま
ざ

ま
な
合
併
論
議
が
展
開
さ
れ
、
結

果
は
春
日
部
、
庄
和
両
市
町
よ
り

議
会
に
付
議
し
な
い
こ
と
で
合
併

問
題
は
決
着
が
つ
い
た
。
今
後
、

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、

住
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
た

め
、
町
の
自
立
性
を
高
め
な
が
ら
、

自
律
と
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
昨
年
12
月
議
会
の
一
般
質

問
で
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
「
収
納
率
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
適
正
な
賦
課
総
額
も
併
せ

検
討
し
た
い
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

今
議
会
初
日
の
施
政
方
針
表
明
で

は
「
17
年
度
に
は
国
保
運
営
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
原
点
に
立
ち
返

っ
て
検
討
」
と
表
明
が
あ
っ
た
。

17
年
度
に
国
保
税
を
引
き
上
げ
る

の
か
。

国
保
税
引
き
上
げ
の
他
に
検
討

課
題
は
な
に
か
。

医
療
費
支
出
を
抑
制
す
る
に
は
、

健
康
診
断
な
ど
の
保
健
事
業
を
発

展
、
拡
充
す
べ
き
で
は
。

（
答
）
町
民
サ
ー
ビ
ス
課
長

国

保
税
率
改
定
は
、
今
後
の
医
療
費

の
動
向
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

17
年
度
中
に
検
討
し
た
い
。

他
に
検
討
課
題
と
し
て
、「
一

般
会
計
か
ら
の
制
度
外
繰
り
入

れ
」
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

保
健
事
業
の
拡
充
で
は
、
早
期

発
見
の
観
点
か
ら
基
本
健
診
、
胃

が
ん
検
診
に
助
成
（
17
年
度
か
ら

個
人
負
担
が
導
入
さ
れ
る
）
と
対

象
者
数
の
増
を
予
定
。
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
へ
の
補
助
を
継
続

す
る
。

（
問
）
年
度
途
中
で
の
引
き
上
げ

は
な
い
か
。
原
点
と
い
う
な
ら
、

国
保
の
意
義
、
国
や
自
治
体
の
役

割
も
考
え
る
べ
き
。「
六
花
」
を

中
心
に
健
康
増
進
大
運
動
を
。

（
答
）
17
年
度
中
の
引
き
上
げ
は

し
な
い
。
国
保
制
度
の
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。
健
康
運
動
は

関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

きまりを守る「宮代町民憲章」精神

「六花」を中心に健康増進運動を

町
の
自
立
性
を
高
め
て
い
く

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
て
！ 17

年
度
中
は
引
き
上
げ
ず
、
検
討
す
る

国
保
税
を
引
き
上
げ
る
の
か

全国コンクールに入選
「宮代町議会だより50号」
第19回町村議会広報紙全国コンクールにおいて、宮代町議会

だより50号が初の入選作に選ばれました。
「50号」（16年5月発行）は、改選後新しく発足した委員会の

初作品で、全国442町村からの応募の中から審査されたものです。
町では、過去5回奨励賞を受賞しましたが、入選は初めての

受賞です。これからも、先輩の功績を受け継ぎ、優秀賞をめざ
し、わかりやすく親しみやすい「議会だより」の編集に委員一
同努力していきます。

ようこそ宮代町へ
全国各地の市町村編集委員会

から当町「議会だより編集委員

会」への研修申し込みがあり、

交流をしています。

今年１月に静岡県清水町から、

２月には山梨県昭和町の編集委

員会が宮代町を訪れ、交流しま

した。

５月には、長野県豊科町が来

町の予定です。

宮代町では、近隣の市町と廃棄物（ごみ・し尿）、斎場、消防の3つの事業について、
それぞれ一部事務組合をつくっています。
久喜宮代衛生組合議会は3月17日・28日に、広域利根斎場組合議会は3月29日に、
久喜地区消防組合議会は3月24日にそれぞれ開催され、17年度予算を審議し、いずれ
も原案通り可決しました。

一部事務組合、「17年度予算」可決

構
成
市
町
（
宮
代
町
・
久
喜
市
）

予
算
総
額
　
　
　
　
　
18
億
４
８
０
０
万
円

宮
代
町
負
担
額
　
　
　
５
億
６
８
５
０
万
円

負
担
割
合
（
久
喜
市
２
／３
、
宮
代
町
１
／３
）

構
成
市
町
（
宮
代
町
・
久
喜
市
・
栗
橋
町
・

菖
蒲
町
・
白
岡
町
・
鷲
宮
町
、
１
市
５
町
）

予
算
総
額
　
　
　
　
　
27
億
７
９
０
６
万
円

宮
代
町
負
担
額
　
　
　
４
億
８
７
６
８
万
円

負
担
割
合
（
均
等
割
20
％
、
人
口
割
80
％
）

主
な
歳
出
（
宮
代
・
消
防
ポ
ン
プ
車
更
新
）

構
成
市
町
（
宮
代
町
・
加
須
市
・
久
喜
市
・

幸
手
市
・
騎
西
町
・
北
川
辺
町
・
大
利
根
町

・
菖
蒲
町
・
栗
橋
町
・
鷲
宮
町
、
３
市
７
町
）

予
算
総
額
　
　
　
　
　
　
２
億
１
４
３
万
円

宮
代
町
負
担
額
　
　
　
　
　
　
６
６
７
万
円

負
担
割
合
（
均
等
割
20
％
、
人
口
割
40
％
、

利
用
割
40
％
）

◆
広
域
利
根
斎
場
組
合

◆
久
喜
宮
代
衛
生
組
合

◆
久
喜
地
区
消
防
組
合

清水町議会のみなさん

議会だより編集委員

合
川
　
泰
治

西
村
　
茂
久

飯
山
　
直
一

柴
山
　
恒
夫

山
下
明
二
郎

副
委
員
長

大
高
　
誠
治

委
員
長

角
野
由
紀
子

議
長小

山
　
　
覺


